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本研究は，観光地の街路などに見られる街路の奥へ惹きこまれる感覚について，色彩環境からその要因

を明らかにしようとしている．既往研究では既に，伝建地区の境界や街並みの境界部付近に対して歩行者

が楽しさや誘引性を感じていることを明らかにしている．また，その後の研究から，街路の前方に強調色

があるとき歩行者は街路の奥へ進みたくなる可能性を抽出している．本稿では，街路と強調色と歩行者の

誘引性との関係性を明らかにするため，一対比較法を用いた被験者実験をおこなった．実験では，街路に

設置されているオブジェクトの色相・明度・位置を変化させた画像を作成し，集計した結果から属性によ

る誘引性の比較を行った．その結果，強調色と魅力としての誘引性の関係性を明らかにした． 
 

キーワード :街路景観, 観光地, 誘引性, 色彩, 色相, 明度, 視距離, 一対比較法 
 

 
１．研究の背景 

 
昨今，都市の景観に対する意識が高まってきている．

高度経済成長期以降，技術の進歩とともに，日本の都市

は急速な再開発が進行した．都市交通や施設設備の利便

性が格段に進歩した一方で，公害や，無秩序な開発，乱

雑な都市景観が形成される等の様々な都市問題が発生し

た．そのような背景から，日本でも景観や生活環境の重

要性が広く認識されはじめ，それら都市整備に対する質

の改善が求められるようになった． 
近年では，人口減少や少子高齢化にともない国力や経

済の低下の懸念から，観光産業を活性化させることで国

内外からの観光客を獲得するとともに雇用機会の増加を

図る取組みも行われている．そこでも，景観がキーワー

ドになっており，平成29年に閣議決定された観光立国推

進基本計画でも景観の重要性を述べている． 
各地の市町村は，行政が制定した法案を基に，ま

ちづくりを行っている．観光地周辺では，景観地区を

設定し，都市計画法や景観法に基づいて地区周辺の市街

地に対して規制を設けることで，良好な景観形成を図っ

ている．しかし，これらの法案は，観光客が集まること

を前提にされており，景観の持つ観光客の誘引特性につ

いては触れられていない．そのため，人々が都市内で魅

力的に感じる瞬間と，歩行者を惹きこむ景観的要因の把

握が必要なのではないかと考える． 

２．研究の目的 

 
本研究では，街路が持つ歩行者を惹きこむ魅力を明ら

かにすることで，観光客を誘導するための計画手法を発

見することを目的としている．そのために，観光地の中

で歩行者が感じる魅力とその要因を把握する必要がある．

しかし，魅力は時と場合によって様々な評価がある．本

研究では，歴史的な街並みを保存している地区や祭礼空

間などでよく感じられる「この先に何かありそう」や

「奥へ進んでみたい」といった街路の奥へ導かれる心理

的要因を対象とする．本研究では，このような魅力を街

路の「誘引性」と考える．そして，景観要素に着目して，

誘引性をに影響する要因を明らかにすることを目的とす

る． 
筆者らは，歩行者がどのような印象を感じながら観光

地周辺の街路を移動しているのかを明らかにするため，

既往の研究１）において京都市の新橋通を対象に歩行者

の心理実験をおこなった．その結果，一般市街地と伝建

地区の境界に観光客を楽しませる要因がある事を明らか

にしている（図-1）．新橋通は，空間の重圧感を表す

「爽快因子」，街並みの美しさを表す「風情因子」，街

並みの楽しさを表す「愉快因子」によって構成されてお

り，既往研究では「愉快因子」に着目している．愉快因

子は，地区や街並みの境界で高い数値を示すことが明ら

かとなり，これが観光客を惹きこむ魅力ではないかと考
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図-2 色彩解析と一対比較法による誘引性の分析 

えた． 
さらに，既往研究では，色彩環境を手掛かりに誘引性

と愉快因子との関係を分析している．新橋通の色彩環境

を分析した結果，愉快因子が向上する場所では，色彩分

布に周囲と逸脱する色があるのに対し，愉快因子が低く

なるにつれ色彩が統一されることが明らかとなった．ま

た，海外の複数の観光地街路に対して一対比較法を用い

た評価実験を実施し、誘引性の比較を行っている。その

結果，誘引性が高い街路には，街路の基本色（街路を構

成する色の中でも大半を占める基本的な色）の中に特徴

色（基本色と異なる特徴的な色であり，アクセントカラ

ーなどがこれにあたる）が存在することが明らかとなっ

た（図-2）．これらのことから，既往研究では誘引性と

愉快因子は密接な関係性があり，色彩環境がこれに影響

している可能性を明らかにしている． 
しかし，これらの研究では，特徴色が誘引性に影響し

ている可能性を見出すことができたが，その詳細な影響

は明らかにできていない．そこで，本稿では，周囲の条

件を統一した上で特徴色の色相・明度・位置を比較し，

誘引性への影響を明確にすることを目的とする． 

 

 

 

1) 爽快因子 

すっきりした-ごみごみした／爽やかな-うっとおしい／軽い－重い／ 

開放的な-窮屈な／安心な-不安な 

2) 風情因子 

美し-醜い／古風な-現代的な／潤いのある-荒涼とした／まとまりのある-バラバラ

な／特別な-平凡な 

図-1 新橋通における因子得点分布 

3) 愉快因子 

楽しい-つまらない／豊かな-貧しい／活気のある-寂しい／暖かい-冷たい／変化

のある-単調な 
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３．研究の位置付け 

 
これまで，空間構成要素と誘引性の関係性を扱った研

究としては，山口・長善・伊藤の研究５）や松本等の研

究６）７）８）９）があげられる．松本直司らは，街路の持つ

歩行者を惹きこむ魅力を「期待感」と名付け，街路形状

との関係性を明らかにし，さらに期待感を数値化してい

る．また，空間構成要素と印象および歩行速度の関係性

についても研究しており，街路空間の魅力と歩行速度の

変化の関係性とそれらに影響する要素を明らかにしてい

る．しかし，これらの研究における空間構成要素は，属

性と形状に着目されており，色彩環境については触れら

れていない．そこで，本研究では，色彩環境に着目し，

街路の魅力と誘引特性を分析を行っている． 
街路を構成する色彩環境を扱った研究としては，近藤

の研究10）や中尾の研究11），山村・吉川・田中の研究12）

があげられる．その他にも，色彩のまとまり度に着目し

た研究や，画像のフラクタル解析やフーリエ変換による

ゆらぎ理論の適用を試みた研究など様々なものがある．

しかし，これらの研究の対象はある空間そのものの評価

であり，歩行者を誘導する効果などについては明らかに

されていない．本研究のように，歩行者の誘引特性に焦

点を当てて，色彩の影響を分析している研究は過去に見

られない． 
 
 
 
４．研究の方法 

 
(1)データ構築 

街路の色彩による誘引性を比較するため，画像編集用

ソフトPhotoshopを利用して道路付属物を合成し，色相，

明度，設置距離それぞれを変化させた計40種類の画像を

得た．それぞれ，色相はR・ G・ B・ Y・ P，明度は高明

度・中明度，距離は近距離（約5m）・中距離（約

15m）・遠距離（約25m）・全距離（３地点全てに配

置）とした．さらに，意図を感じさせないために，別の

画像10枚を加えた．図-3は，作成した街路画像の例を示

したものである． 
(2)実験手法 

方法としては，被験者にモニターを見せ，一対比較法

（浦の変法）によって計50種類の画像に対する評価実験

をおこなった．被験者には，予めモニターに表示される

2枚の画像の内「奥に進みたくなる」と感じる画像を選

ぶように指示した．被験者は，合計42名（学生37人／社

会人5人,  18歳未満18人／18歳以上24人）である． 
 

５．実験結果 

 
図-4に距離と色彩による誘引性の変化を示す．まず，

遠距離を除いて，R の誘引性が高いく，高明度より中明

度の方が誘引性が高い結果となった．これは，街路の基

本色と対象の色の関係が影響していると考えられる．街

路は，明度と彩度が低い黄色であるため，対比色関係で

ある R が最も調和し，さらに中明度の方が主張色関係

にあるため調和しているからではないかと考えられる． 
明度による誘引性の変化では，Y の遠距離と B の近距

離に誘引性の大きな変化が見られる．高明度の時，0 に
近い値を示しているのに対して，中明度の時は最も誘引

性が高い R と同じ値を示した．これは，対象の位置が

近いとき，街路の基本色との調和に与える影響が極めて

高いため，B は街路と補色関係にあり，互いに強調しあ

い，明度が高い時，対象が際立つため違和感を与えてい

るのではないかと考えられる． 
距離に関しては，一部を除いて中距離に対象があると

き誘引性が最も高く，近距離にある時が最も低い結果と

なった．P と Y は，遠距離にあるとき誘引性が急激に増

加する．特に，P は明度に関わらず，近距離＜中距離＜

遠距離の順に誘引性が高い結果となった．Y は，高明度

の場合のみ，遠距離にあるときの誘引性が高くなること

が明らかとなった．これは，既往研究によって得られた

結果とも一致する．一対比較法の結果，最も誘引性が高

い「街路 i 」 は，進行方向の奥に明度と彩度の高い黄色

の照明がある，色彩分析でも照明が特徴色として抽出さ

れている．このことからも，明度の高い黄色が街路の奥

に位置している時，高い誘引性をもつことが考えられる． 
これらの結果は，既往研究で行った，海外の街路のも

つ誘引性の比較結果と色彩環境の関係と，同様の結果を

示しており，その他の街路においても特徴色が誘引性に

影響していることを示している． 
 

 

図-3 実験に使用した画像例（高明度） 
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図-4 特徴色の色相・明度・位置による誘引特性の比較 

 
 
 
６．結論 

 
(1)研究の成果 

一対比較法実験の結果，特徴色が街路の誘引特性に影

響することが明らかとなった．また，明度・色相・視距

離によって誘引性に違いが見られた． 
今回の対象地の場合，色相では R（対比色関係）が最

も誘引性が高い結果となった．また，明度が低くなる

（街路の基本色と主調色関係をもつ）につれ，誘引性が

高くなった．距離に関しては，近距離＜中距離の関係に

あり，遠距離の場合は色相と明度によって誘引度が大き

く異なることが明らかとなった．今回の実験では，P は
明度に関わらず遠距離の誘引性が最も高く，Y は高明度

のとき極めて高い誘引性を持つことが明らかとなった． 

(2)今後の展開 

 今回の研究によって，街路の特徴色が街路の誘引特性

に影響を与えることを明らかにした．今後は，これらの

結果を基に，誘引性の強さを数量化する方法を検討し，

街路の色彩構造と誘引性の強さの関係を明らかにする． 
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